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（１） 弘 師 令和３年 春号

主な記事

編 集 発 行 者
第１４後方支援隊

令和３年 春号

要
望
事
項

基
本
基
礎
の
徹
底

第
五
面

第
六
面

着
任
中
隊
等
長

進
化
無
限

部
内
配
置
替
・

昇
任
者
等
紹
介

転
出
者
及
び

転
入
者
紹
介

挨
拶

幹
部
任
官
行
事

優
秀
中
隊
表
彰

ハ
リ
キ
リＷ

Ａ
Ｃ

春
風
に
桜
舞
い
散
る
う
ら
ら
か
な

季
節
を
迎
え
、
隊
は
令
和
三
年
度
の

隊
務
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
年
度
も
与
え
ら
れ
た
任
務
及
び

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、

全
隊
員
が
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
を

保
持
し
、
「
基
本
基
礎
の
確
行
」
と

「
進
化
無
限
」
を
胸
に
、
後
方
支
援
隊

と
し
て
積
極
支
援
に
邁
進
し
て
い
く

決
意
を
新
た
に
し
た
。

令和３年度スタート！

４月 隊朝礼

隊長による訓話

最先任上級曹長による教育

旧陸軍兵器部倉庫沿いの桜

はじめの一歩 Ｒｅ：スタート

令
和
三
年
度

ス
タ
ー
ト



（２） 弘 師 令和３年 春号

新
年
度
挨
拶

一
等
陸
佐

吉
元

雄
一

広
報
誌
「
こ
う
し
た
い
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本

記

事

を

ご

覧

の

隊

員

や

ご

家

族

及

び

十
四
後
支
会
会
員
の
皆
様
、
並
び
に
全
国
の
同
僚
や

応
援
し
て
く
だ
さ
る
国
民
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
第
十
四
後
方
支
援
隊

の
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
の
も
と
、
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第

十

四

後

方

支

援

隊

長

の

吉

元

一

佐

で

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
末
よ
り
前
隊
長

山
本
一
佐
の
後
任
者
と
し
て
上
番
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
も
三
年
目
を
迎
え
、
私
以
下

約
四
三
〇
名
の
隊
員
が
四
国
内
四
つ
の
駐
屯
地
を

主
体
と
し
て
新
年
度
を
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ご
家
族
各
位
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に

直
接
お
会
い
し
て
お
話
し
し
た
い
と
こ
ろ
で
は

あ

り

ま

す

が

、

コ

ロ

ナ

禍

ゆ

え

に

機

会

は

限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
近
況
報
告

方

々

、

新

年

度

冒

頭

に

あ

た

り

ご

挨

拶

申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

は

国
際
政
治
や
経
済
、
宗
教
等
に
大
き
く
影
響
を

受
け
な
が
ら
極
め
て
流
動
的
で
、
特
に
南
西
の

島
し
ょ
部
一
帯
に
お
け
る
情
勢
は
緊
張
感
を

は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
や
季
節
的
な
豪
雨
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
い
っ
た
各
種
災
害
発
生
も
い
っ
と
き
の
油
断
も

許
さ
れ
な
い
、
ま
さ
に
「
い
つ
何
が
」
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
と
い
っ
た
緊
張
感
を
は
ら
ん
だ

も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
各
種
事
態
に
即
応
・
即
動
し
て
い
く

機
動
旅
団
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
後
方
支
援
隊
と
し
て

改

編

さ

れ

二

年

目

を

迎

え

た

昨

年

度

は

、

各
種
制
約
事
項
を
克
服
し
つ
つ
兵
站
・
衛
生
支
援
、

部
隊
訓
練
に
徹
底
し
て
取
り
組
み
多
大
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
を
遠
く

離
れ
た
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
お
い
て
現
在
８
名
の

後
支
隊
隊
員
が
部
隊
を
代
表
し
て
活
躍
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

令

和

三

年

度

は

、

昨

年

度

に

引

き

続

き

兵
站
・
衛
生
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

ど
う
す
れ
ば
受
益
者
に
と
っ
て
快
適
な
サ
ー
ビ
ス

た
り
う
る
か
？
ど
う
す
れ
ば
タ
イ
ム
リ
ー
な
支
援
が

で
き
る
か
を
自
問
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の

「
質
と
量
と
速
度
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
度
中
盤
に
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
演
習
に
向
け
て

錬
度
を
積
み
上
げ
、
ど
ん
な
タ
フ
な
環
境
に

お
い
て
も
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
「
生
き
残
り
、

か
つ
戦
い
、
支
援
任
務
を
全
う
す
る
」
部
隊
と

な
る
べ
く
日
々
努
力
を
継
続
す
る
所
存
で
す
。

わ

れ

わ

れ

が

任

務

必

成

に

向

け

て

邁

進

で
き
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
令
和
三
年
度
が

皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
輝
か
し
い
一
年
に

な

る

こ

と

を

祈

念

し

て

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
令
和
三
年
度
春
号
を
も
ち
ま
し
て
、

本

広

報

紙

「

こ

う

し

た

い

」

の

名

称

を

「
弘
師
（
こ
う
し
）
に
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
後
方
支
援
隊
（
こ
う
ほ
う
し
え
ん
た
い
）
」
の

「
こ
う
し
」
と
、
四
国
一
円
を
遍
路
さ
れ
、
現
代
の

我
々
に
も
多
大
な
る
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
空
海

上
人
の
諡
号
で
も
あ
る
「
弘
法
大
師
」
様
の

お

名

前

か

ら

、

二

文

字

を

お

借

り

し

て

表
現
し
た
い
と
思
っ
た
た
め
で
す
。

引
き
続
き
、
第
十
四
後
方
支
援
隊
「
弘
師
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（３） 弘 師 令和３年 春号

第
二
整
備
中
隊
長

三
等
陸
佐

泉

卓
良

本
部
付
隊
長

三
等
陸
佐

大
嶋

圭
介

衛
生
隊
長

三
等
陸
佐

本
荘

龍
輝

令
和
三
年
三
月
十
五
日
付
で
衛
生
隊
長
に

着
任
し
た
本
荘
三
佐
で
す
。
期
別
は
10
Ｐ
、

出
身
は
愛
知
県
で
す
。

機
動
旅
団
の
中
で
衛
生
機
能
の
中
核
と
も

い
え
る
旅
団
衛
生
隊
の
指
揮
官
と
し
て
勤
務

で
き
る
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す

四
国
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
指
揮
官
と

い
う
重
責
を
自
覚
し
つ
つ
、
四
国
で
の
生
活

（
う
ど
ん
屋
巡
り
等
）
も
楽
し
み
な
が
ら
勤
務

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
隊
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

訓
練
等
の
実
施
に
制
約
を
受
け
る
中
、
各
部
隊

か
ら
の
救
護
支
援
等
の
要
望
及
び
災
害
派
遣
等
を

含

め

た

あ

ら

ゆ

る

事

態

に

迅

速

に

即

応

で
き
る
よ
う
、
救
護
能
力
及
び
部
隊
の
練
度
の

向
上
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
素
か
ら
各
隊
員
の
医
療
技
術
等

の
個
人
の
練
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

衛
生
隊
と
し
て
も
各
種
事
態
発
生
に
即
応
し
、

任
務
を
完
遂
で
き
る
総
合
的
な
練
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

後
方
支
援
隊
の
皆
様
と
の
協
力
・
連
携
が

任
務
達
成
の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

諸
先
輩
及
び
後
方
支
援
隊
各
部
隊
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
衛
生
隊
に

対
す
る
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
十
五
日
付
で
本
部
付
隊
長
に

着
任
し
た
大
嶋
三
佐
で
す
。
幹
候
期
は
08
Ｉ
、

出
身
は
兵
庫
県
丹
波
市
で
す
。

こ
の
度
、
第
七
代
本
部
付
隊
長
を
拝
命
し

大
変
誇
り
に
思
う
の
と
同
時
に
、
そ
の
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

国
際
情
勢
に
目
を
向
け
れ
ば
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
強
化
、
中
国
に
お
い
て
は
年
間

二
十
兆
円
超
の
国
防
費
を
計
上
す
る
等
、

軍
事
力
を
年
々
強
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

南
西
諸
島
防
衛
の
重
要
性
が
益
々
増
大
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
機
動
旅
団
の

後

方

支

援

隊

本

部

付

隊

と

し

て

隊

本

部

勤
務
班
に
よ
り
隊
の
指
揮
・
幕
僚
活
動
を
支
え
、

通
信
班
を
も
っ
て
通
信
を
構
成
・
維
持
・
運
営
し

指
揮
の
命
脈
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
後
方
支
援
隊

の
任
務
達
成
の
た
め
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
我
々
が
恐
ら
く
赴
く
で
あ
ろ
う

「
離
島
」
に
お
い
て
は
、
物
資
や
資
器
材
が

不
十
分
な
中
で
も
本
部
付
隊
と
し
て
延
い
て
は

後
方
支
援
隊
と
し
て
任
務
完
遂
で
き
る
よ
う

教
範
事
項
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
皆
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
新
た
な
戦
い
方
及
び
支
援
要
領
等
を

創
造
す
る
と
と
も
に
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し

進
化
し
続
け
る
所
存
で
す
。

私
自
身
い
つ
い
か
な
る
任
務
が
与
え
ら
れ
て
も

完
遂
し
得
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
十
五
日
付
で
第
二
整
備
中
隊
長

に
着
任
し
た
泉
三
佐
で
す
。
幹
候
期
は
07
Ｂ
、

出
身
は
兵
庫
県
宝
塚
市
で
す
。

前
職
は
、
第
十
二
後
方
支
援
隊
の
第
三
科
長
で
、

群
馬
県
の
新
町
駐
屯
地
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

希
望
が
叶
い
第
十
四
後
方
支
援
隊
で
第
二
整
備

中
隊
長
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。

第
十
四
後
方
支
援
隊
の
一
員
と
し
て
、
皆
様
と

と
も
に
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
第
二
整
備
中
隊
は
、
第
五
十
普
通
科

連
隊
、
第
十
四
偵
察
隊
及
び
第
十
四
高
射
特
科
隊
の

直
接
支
援
を
任
務
と
し
、
各
直
接
支
援
小
隊
を

高
知
、
善
通
寺
、
松
山
駐
屯
地
に
配
置
し
て
い
ま
す

着
任
か
ら
一
ヶ
月
が
経
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地

に
お
い
て
、
各
小
隊
が
平
素
か
ら
の
整
備
任
務
を

完
遂
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
練
度
の
向
上
を
図
る
た
め

努
力
し
て
い
る
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

と
も
に
、
第
二
整
備
中
隊
の
役
割
を
果
た
す

た
め
に
は
、
各
支
援
機
能
を
有
す
る
後
方
支
援
隊

各
中
隊
等
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今

年

度

も

、

03

陸

演

等

様

々

な

事

業

が

あ
り
ま
す
が
、
各
中
隊
等
と
連
携
を
図
り
つ
つ

隊
務
を
運
営
し
て
い
く
所
存
で
す
。

様
々
な
面
で
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
第
二
整
備
中
隊
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

。

。



（４） 弘 師 令和３年 春号

今
回
は
第
二
整
備
中
隊(

高
知)

で
装
輪
車
整
備
手

と
し
て
活
躍
す
る
、
岡
本

有
未

陸
士
長
で
す

お
か
も
と

ゆ
み

Q 出身地はどこですか？

A 島根県浜田市です。

Q 入隊の動機は何ですか？

Q 特技をおしえて下さい

A 居酒屋巡りです。

Q 長所と短所は？

Q 趣味は何ですか？

A お酒を飲むことです。

Q 今一番したいことは？

Q 入隊して良かったことは？ Q 今後の目標は？

Q 最後に一言お願いします。

A 沢山の人に出会えたことです。 A 強い女になることです。

ハ

リ

キ

リ

Ｗ

Ａ

Ｃ

A 地元以外で働きたかったからです。

A 長所：明るいところ
短所：楽観的すぎるところ

A バイクを買うことです。

幹
部
任
官
行
事

隊
は
、
令
和
三
年
三
月
十
五
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に

お
い
て
幹
部
任
官
行
事
を
挙
行
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
駐
屯
地
か
ら
香
色
山
山
頂
を
往
復
す

る
登
山
走
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
駐
屯
地
に
お
い
て
各

職
種
に
応
じ
た
訓
練
を
実
施
し
た
。
訓
練
終
了
後
に
は

後
方
支
援
隊
隊
員
が
見
守
る
中
、
三
等
陸
尉
昇
任
辞
令

書
交
付
、
申
告
及
び
決
意
表
明
が
実
施
さ
れ
、
幹
部
と

し
て
の
使
命
を
自
覚
し
た
。

令
和
二
年
度
優
秀
中
隊
表
彰

隊
は
、
令
和
二
年
度
優
秀
中
隊
表
彰
を
実
施

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
合
規
適
正
な
業
務
を
実
施
し

た
部
隊
並
び
に
各
種
検
定
等
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
部
隊
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
業

務
優
秀
は
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊
、
戦
技
優

秀
は
第
二
整
備
中
隊
が
獲
得
し
、
総
合
優
秀
中

隊
に
つ
い
て
は
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊
が
獲

得
し
た
。

業
務
優
秀
中
隊

総
合
優
秀
中
隊

戦
技
優
秀
中
隊

即

応

機

動

直

接

支

援

中

隊

即

応

機

動

直

接

支

援

中

隊

第

二

整

備

中

隊

A 一度きりの人生を謳歌していきたい
と思います。

。



隊

本

部

武
器
学
校
へ

三
等
陸
佐

堀

越

学

関
西
補
給
処
へ

一
等
陸
尉

浦

上

秀

一

本
部
付
隊

北
部
方
面
情
報
隊
へ

一
等
陸
尉

江

口

敏

正

第
一
後
方
支
援
連
隊
へ

一
等
陸
曹

庄

司

泰

大

関
西
補
給
処
桂
支
処
へ

三
等
陸
曹

木

村

一

矢

第
一
整
備
中
隊

武
器
学
校
へ

二
等
陸
尉

古

味

賢
太
朗

自
衛
隊
体
育
学
校
へ

一
等
陸
士

岩

佐

正

貴

第
二
整
備
中
隊

関
東
補
給
処
へ

三
等
陸
佐

古

賀

浩

規

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
へ

一
等
陸
曹

畠

山

達

也

第
十
四
旅
団
司
令
部
付
隊
へ

二
等
陸
曹

花

田

俊

昭

（５） 弘 師 令和３年 春号

隊
本
部

第
十
後
方
支
援
連
隊
か
ら

三
等
陸
佐

小

阪

仁

司

駒
門
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら

一
等
陸
尉

松

木

友

宏

第
一
整
備
中
隊

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
か
ら

二
等
陸
尉

北

田

武

司

第
二
特
殊
武
器
防
護
隊
か
ら

三
等
陸
尉

日

野

誠

吾

第
二
整
備
中
隊

第
十
二
後
方
支
援
隊
か
ら

三
等
陸
佐

泉

卓

良

第
十
四
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら

陸

曹

長

中

村

慎

関
西
補
給
処
か
ら

一
等
陸
曹

森

下

和

彦

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
か
ら

二
等
陸
曹

岩

田

康

路

第
二
後
方
支
援
隊
か
ら

三
等
陸
曹

伊

藤

蒼

竜

補
給
中
隊

第
八
後
方
支
援
連
隊
か
ら

三
等
陸
曹

梅

北

寿

樹

祝

御
栄
転

よ
う
こ
そ

第
十
四
後
方
支
援
隊
へ

補
給
中
隊

自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
へ

三
等
陸
曹

宮

﨑

桜

子

輸
送
隊

輸
送
学
校
へ

三
等
陸
曹

長
谷
川

亮

平

衛
生
隊

自
衛
隊
熊
本
病
院
へ

三
等
陸
佐

日

野

淳

第
一
後
方
支
援
連
隊
へ

一
等
陸
尉

加

藤

龍
之
介

第
十
四
旅
団
司
令
部
付
隊
へ

二
等
陸
曹

宮

本

伊
万
里

東
部
方
面
管
制
気
象
隊
へ

陸

士

長

岡

田

駿

汰

第
十
五
即
応
機
動
連
隊
か
ら

三
等
陸
曹

田

村

寛

大

輸
送
隊

自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
か
ら

二
等
陸
曹

櫨

山

宏

幸

衛
生
隊

衛
生
学
校
か
ら

三
等
陸
佐

本

荘

龍

輝

阪
神
病
院
か
ら

三
等
陸
尉

深

井

裕

介

秋
田
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら

一
等
陸
曹

奥

田

敏

久

東
部
方
面
衛
生
隊
か
ら

二
等
陸
曹

兼

平

淳

一

中
央
病
院
付
か
ら

三
等
陸
曹

種
子
田

隼

衛
生
学
校
付
か
ら

三
等
陸
曹

田

中

瑞

希

正一位稲荷大明神の鳥居と桜

正一位稲荷大明神の拝殿



三
等
陸
曹
へ

第
一
整
備
中
隊

陸

士

長

松

岡

翔

也

補

給

中

隊

陸

士

長

山

本

幸

治

以
上
令
和
三
年
四
月
一
日
付

陸
士
長
へ

本
部
付
隊

一
等
陸
士

三

輪

耀

太

第
二
整
備
中
隊

一
等
陸
士

浪

越

繁

志

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

一
等
陸
士

白

井

宏

汰

補
給
中
隊

一
等
陸
士

亀

滝

奏

人

衛
生
隊

一
等
陸
士

花

井

愛

美

第
三
〇
一
特
科
直
接
支
援
隊

一
等
陸
士

大
久
保

光
太
朗

以
上
令
和
三
年
四
月
一
日
付

（６） 弘 師 令和３年 春号

祝

任
官
・
指
定

祝

昇

任

三
等
陸
尉
へ

第
一
整
備
中
隊

陸

曹

長

井

筒

亘

陸

曹

長

釘

貫

両

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

陸

曹

長

竹

下

優

樹

補

給

中

隊

陸

曹

長

石

山

翔

大

陸

曹

長

井

﨑

頌

子

衛

生

隊

陸

曹

長

羽

鳥

健
太
郎

以
上
令
和
三
年
三
月
十
三
日
付

幹
部
候
補
生
陸
曹
長
へ

補
給
中
隊

三
等
陸
曹

田

中

寛

大

令
和
三
年
四
月
一
日
付

陸
曹
候
補
生
指
定

第
二
整
備
中
隊

陸

士

長

橋

本

珠

伊

陸

士

長

堤

光

輝

補
給
中
隊

陸

士

長

吉

松

玲

奈

以
上
令
和
三
年
二
月
一
日
付

入
校
予
定
者
指
定

衛
生
隊

陸

士

長

三

好

寛

之

令
和
三
年
二
月
一
日
付

隊
本
部
へ

第
一
整
備
中
隊

二
等
陸
尉

川

島

達

生

本
部
付
隊
へ

隊
本
部

三
等
陸
佐

大

嶋

圭

介

第
二
整
備
中
隊

二
等
陸
曹

貴

島

健

太

補
給
中
隊

二
等
陸
曹

谷

山

浩

司

第
一
整
備
中
隊
へ

第
二
整
備
中
隊

二
等
陸
曹

中

落

智

仁

第
二
整
備
中
隊
へ

第
一
整
備
中
隊

二
等
陸
曹

土
居
内

和

彦

三
等
陸
曹

松

野

康

平

第
三
〇
一
特
科
直
接
支
援
隊
へ

第
一
整
備
中
隊

陸

曹

長

秦

博

部
内
配
置
換

任
期
満
了
退
職

本
部
付
隊

陸

士

長

大

下

瑛

奈

第
一
整
備
中
隊

陸

士

長

落

合

美

咲

陸

士

長

田

井

伸

治

第
二
整
備
中
隊

陸

士

長

薬
師
神

歩

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

陸

士

長

峪

口

良

誠

補
給
中
隊

陸

士

長

三

上

翼

陸

士

長

多

田

篤

史

陸

士

長

枝

本

日
菜
子

陸

士

長

田

中

颯

士

陸

士

長

河

野

文

宏

陸

士

長

青

地

彩

輸
送
隊陸

士

長

小

西

海

人

陸

士

長

西

前

有

紗

第
三
〇
一
特
科
直
接
支
援
隊

陸

士

長

後

藤

勇
次
郎

定
年
退
職

第
二
整
備
中
隊

陸

曹

長

山

田

均

令
和
三
年
三
月
十
三
日
付

第
三
〇
一
特
科
直
接
支
援
隊

陸

曹

長

近

藤

弘

志

令
和
三
年
一
月
二
十
一
日
付

善通寺
五重塔


